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平井川流域連絡会（第８期 前期）第２回全体会

議事録(案) 

日時：平成 26 年７月 29 日（水） 午後７時～午後９時 

場所：あきる野ルピア３階 ルピア集会室（和室） 

委員出席者（敬称略）： 

座長 

副座長 

公募委員 ８名 

行政委員 ５名 

次第 

１．開会  

２．議題 

（１）第８期の活動方針について 

（２）平成 25 年度生物調査結果について 

（３）次回の予定について 

（４）その他 

３．閉 会 

 配布資料 

  １．次第 

  ２．第８期委員名簿 

  ３．第１回全体会議事概要 

  ４．グループワーク資料 

  ５．グループワークでの活動方針資料 

  ６．グループワーク原稿 

  ７．第８期活動方針（案） 

  ８．第８期前期活動カレンダー（案） 

９．平成 25 年度 平井川生物調査結果資料 

10．平成 26 年度 平井川生物調査予定位置図 

１．開会 

○座長    それでは、こんばんは。時間ちょっと前ですが、ほぼお揃いのと
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なりましたので、これから第２回の平井川流域連絡会の全体会を開

催させていただきます。昨日、今日と少し和らいでいますが、お暑

い中、参会していただきましてありがとうございました。 

       それでは、次第に従って、本日の会を進めさせていただきます。

まずは、配布資料の確認をさせていただきます。 

○事務局   西多摩建設事務所工務係長の●●です。それでは、今日お配りし

ている資料はたくさんありまして、まず１枚目が次第と書いてある

ものです。次に名簿がございます。その次に第１回全体会の議事概

要のホチキス止めがございます。その次にグループ１と書いてある

Ａ４のホチキス止めですね、その次に活動方針と書いてあるもので

すね。手書きで１班と書いてあるＡ３判のペーパー、その次に第８

期活動方針（案）と書いてある１枚ペラですねＡ３の、その次第８

期前期活動カレンダー（案）というＡ３判の１枚。その次がちょっ

と厚めの資料ですけれども全域調査位置図と書いてあるカラーコ

ピーのＡ３の綴じたもの、最後にＡ４判の魚類・底生動物と書いて

ある資料でございます。以上ですが、過不足はございませんか。 

２．議題 

（１）第８期の活動方針について 

○座長    そういうことで、今回から前回の議事概要を付けさせていただく

ことにしました。ただ時間も限られておりますので、恐れ入ります

がこれをお持ち帰りになって、お読みになってちょっと疑義がある

疑問があるということであれば、事務局のほうに後日でもご連絡い

ただければ、必要に応じて訂正させていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

       それでは、次第に従いまして進めさせていただきます。まず議題

の（１）第８期活動方針についてということで、これは６月 24 日

に行なわれました第１回の会議の中でみなさまの方からご意見を

出していただき、それについて事務局の方でどういう意見が出たの

かもう一度まとめております。そこらへんも含みまして、（１）の

第８期活動方針について、事務局の方からお願いします。 

○事務局   それでは、私の方から説明いたします。まず、手書きで１班と書

いてある資料がありますが、個々には説明をいたしません。これを

めくっていただくと、みなさんに書いていただいた付箋をそのまま

コピーしたものを付けていますので、これが皆様からいただいた意

見そのものでございます。これは、特に抜いたりとかはしておりま
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せんので、この資料はこういうものとして、見ていただきたいと思

います。その文章を打ちました。打ったのが、グループ１と書いて

あるホチキス止めのＡ４判の横の資料です。Ａ，Ｂ，Ｃとか書いて

あります。前回はグループ１、２ということで２グループに分けて

討議していただいて、グループ１については、１枚目のＡ，Ｂ，Ｃ

という仕分けをしていますけれども、こう意見が出て、さらに分類

したものが、２枚目です。プログラムとか環境学習に仕分けして７

つぐらいのテーマに分類してもらいました。グループ２については、

仕分けはしていないのですが、こんな意見が出たということで、そ

のまま打ったものでございます。 

       それを、グループ１と２を合わせて整理し、Ａ４縦に６つくらい

に分けたのが活動方針です。このテーマの文言はちょっと硬いかも

しれません。下の方には「あり方の検討」なんてことも書いてあり

ますが、ちょっと行政っぽいようになっていますけど、こんなふう

に一度分けたものがこれです。 

       それをもうちょっとかみ砕いてシンプルにしたのがＡ３判の第

８期活動方針（案）と書いてある左側に３つの枠が書いてある資料

です。さきほどのＡ４判で示した６つくらいあるテーマを３つに分

けてみました。まず「地域に活きた川」という目標。これは、前々

から平井川では地域に活きた川という目標を掲げておりますので、

どのようにしていくのが良いか考える、第１期の平井川の流域連絡

会のテーマとして継続して考えてきたことだと思いますが、途中で

ゾーニング計画なども決めました。「そういう計画も確認していっ

たらいいね」というご意見もいただきましたので、ゾーニング計画

の確認という項目も入れました。それから、今までやっている整備

工事との関連、その次が整備工事後の自然回復状況の確認、これは

今までもやってきていますし、今後も継続的にやっていくことだと

思います。それから草刈りをどのようにいていけば良いかという意

見が出ましたので、これも項目にしました。これらが１つの枠で括

られています。 

       その次の枠が「平井川を深く知る、理解する」ということで、こ

れはですねどちらかというと流域連絡会の委員の得意分野をちょ

っと期待しているところがあるんですね、市民委員皆さんは多分ご

自分の得意分野を持っておられると思うので、ちょっとその辺で流

域内の生態系であるとか、意見が出ていました河川と田んぼの関係

ですとか、流域内の文化など得意分野をお話ししていただいたり、

現場で解説していただければ、深く知ったり、理解できるかなと思

って枠を作りました。 
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       ３つ目が「次世代へ繋ぐ」ということで、今まで大分活動を続け

ている「子どもの水辺」であるとか総合学習、教育機関とのコラボ、

他の流域との交流、これは少し先の話になるかもしれませんが、次

世代へ繋ぐというテーマで一括りにしております。 

       それを第８期の１年目、２年目とどんな風に進めていくか、成果

というわけではないが、目標として持っていた方が市民委員も行政

委員もいいのかなと思っておりまして、２年目に向けて、１年目に

準備したりして、少しこんなものができましたという枠組みにして

おります。もしかしたら「成果を求めるのか？」という意見もある

かもしれません。じゃあそれが、１番２番３番の方針を仮に決めた

んですけども、やることは相互に関連していることがあり、ちょっ

と矢印が行ったり来たりみたいなところはあるかと思います。で、

１年目に「地域に活かした」ということでどんなことをやるのかな

ということですが、現地確認をしたり、意見交換をしながら、それ

は継続的に２年目も現地確認や意見交換を行うわけです。それから

草刈りの話しをしていけばですね、私も野川で今まで流域連絡会に

携わってきたので、他流域での実践例を参考にするのも一つの手だ

と思います。一から始めると非常に悩みとかありまして、例えばア

レチウリの駆除とか、それはいろんなところでみんなが悩んでいて、

いろんな方法でやっていて成功例もあり、失敗例もあるとおもいま

すが、そういうものも参考にしてもいいかなと思います。それで、

そういうところと意見交換をしてもらえれば良いかなと、他の流域

とも流域連絡会との交流みたいな案も出ておりますので、こういう

ことも入れております。 

       それから、草刈りの話でいけば、エリアを決めて試験的に実践し

てみる案が出ておりましたので、１年目にこれを入れました。それ

を２年目にどうするかというと２年目に完全に草刈り方法の確立

と実践と書いてありますけど、多分２年くらいじゃ結果も出ないと

思うんですけれども、ちょっと試行錯誤しながら、なんとなくこん

な風にしていけば良いかなという方法を、これは目標ですので確立

は多分難しいなと思うんですが、一応目標を書いてあります。 

       それから、せっかくゾーニング計画があるのだから、そういうも

のも時点修正が必要ですよねという意見も出ておりましたので、ゾ

ーニング計画、河川整備も進んでおりますので、そういうところを

維持管理にシフトしていくことも見据えて、ゾーニング計画を修正

したり加筆したりということも必要かなと思って書いております。 

       ２番目の枠「深く知る、理解する」ところで、やはり皆様から、

現地を歩いて確認したいよねという意見が多く出ておりました。１
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年目で現地を歩いて確認して、できれば委員の得意分野を解説して

いただければ、非常にありがたいかなと思っております。でそれを

何に活かすかというと２年目にゾーニング計画に活かしていった

り、それから、２年目の下の方の枠に書いてある「平井川のマップ

を作成しましょう」という意見も結構出ていましたので、２年目に

マップを作成するというところに活かしていければと思っていま

す。 

       で３番目の枠「次世代に繋ぐ」ということでございますが、やは

り歴史もあるこどもの水辺への参加、どちらかというとバックアッ

プというよりも「こどもの水辺」で学ばせてもらう方が当たってい

るのかもしれませんが、そういうものに参加し、１年目の後半のプ

ログラムに準備が間に合えば、年度後半の行事を流連の共催などに

するということで、12 月の川掃除だとか２月のクズの根っこ掘り

というものを募集とかまだできる期間もありますので、できればこ

ういうものも共催していけばどうかなと思っています。１年目はそ

ういうことで試行錯誤ですけども２年目は、流連主催のイベントを

決めて計画的に実施していきたいと思っています。それから総合学

習への参加というのも計画して実施するということも書いていま

す。それから、次世代へ繋ぐ青い枠の下から２つめの枠なんですけ

れども、おとといも残念な水難事故がありましたけれども西建管内

はみんな遊べる環境にあるので、遊んでもらいたいんですけれども、

やっぱり水難事故が起きてしまうと非常に我々も辛いですし、なる

べくそれが起きないようにしたいと思っているので、特に自然環境

にあふれてみんな遊べるような西建の平井川もそうなんですが、西

建管内だからこそ、こういう水難事故の対策が必要だと前々から思

っておりまして、それから意見も出ている危険な生物など、河川利

用に関する情報発信みたいなことも意見もございました。それで事

務局の方からの提案なんですが、子どもの水辺のＰＲ看板であると

か水難事故の防止グッズ、この間もリーフレットはお配りしました

けれども、今ああいうリーフレットしかないんですが、この間第１

回で「こういう手拭いみたいなものもあるんですよ」とお話しした

と思いますが、これは津波編、防災グッズ編、地震編という防災手

拭いというものがあるんですが、ご存知の方は、いらっしゃいます

か？いらっしゃらない。じゃあ話してよかったと思います。地震の

防災フェアみたいなところで売ってまして、ちょっと可愛いキャラ

クターが防災グッズだったら、まあパンフレットに載っているもの

と内容的には一緒なんですが、こういうものに書いてあることによ

って、まあ手拭いですからけがした時も使えますし、普通に持って
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いても見ることができるので、紙よりは絶対にこっちの方が良いと

思っています。これは 525 円で、３種類あったので全部買いました。

これは爆発的に売れているそうで、絶対こういうものが良いと思っ

て、手拭いだったら川に持っていけるし、「川ガキ必携」って書い

てみたんですけど、こういうものに水難事故を防止するようなもの

を分かりやすく書けば、そういう方が活用してもらえるじゃないか

と、２番煎じですが、まだそういうものは作られていないので、ぜ

ひ作りたいなと思っています。そういう案を作るので中身について

もんでもらいたいなという、これは事務局からのお願いなんですが

そういうもの作りたいなと思っています。一番最後の情報発信では、

まだ１年目はマップの完成まではいかないと思うんですが、歩いて

情報をとって、平井川マップの準備、題材集めを１年目にして、２

年目に作成までもっていけたらという希望でございます。全体的に

何の矢印もついていませんけれども２年目の１番最後に「世代を超

え、流域内はもちろん流域も超えた「平井川応援団」を増やす」と

いうことも目標にしています。これから事務局案ですが、１年目「本

当にこんなにいっぱいできるの？」みたいなことがあると思います

が、２枚目の第８期の活動カレンダーを見てください。もう７月も

終わりですので、８月から作ってみました。一番右側は参考として、

点線の枠に書いてありますけれども、こどもの水辺の活動を書いて

あります。昨日こどもの水辺の協議会に出席しまして、２月「クズ

の根っこ掘り」と書いてありますがこれは１月にやりますよという

ことでした。それはまだ修正しておりませんので、１月にしてくだ

さい。これまで説明しました３つの枠が１番上のところに書いてお

りますが、１つ目の枠がゾーニング計画の確認、整備工事との関連、

流域内の生態系、河川と田んぼの関係、流域内の文化となっており

ます。２番目が草刈り、３番目がこどもの水辺とか総合学習とのコ

ラボというように分けています。それで８月から、色分けをしてお

りますがブルーで書いてあるものが、現場でやるものですね、基本

的には１番左側の枠で９月、10 月、12 月、２月に川と流域歩きの

第１回目、２回目、３回目、４回目と書いてあると思うんですが、

「ちょっと、全体を歩いて見ないとね」という意見があったので、

流域歩きは４回ぐらいかなと思って、適当に入れています。この流

域歩きにしてもですね、じゃあ何をテーマに流域を歩いて、その後

情報を集約するとか、テーマについて話し合うとか、まあそういう

ことでテーマと場所を決めなければいけないので、１回目、２回目

適当に書きました１回目はゾーニングとか、文化、田んぼとか、２

回目はこどもの水辺の行事日程と兼ねて、子どもと一緒に、その場
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合は日曜日になるということを書いています。３回目、４回目につ

いては、まだ浮かばなかったので、これも決めていかなければなら

なくて、それを決めるのを８月に座学で、赤字が今日みたいな夜の

会合で、これも適当に４回としましたが、流域歩きの各回のテーマ

とルートを決めなきゃいけないなというので８月は、決めなきゃい

けないなと思いました。それと草刈りについては、試験エリアの選

定だとか維持管理方法の検討ということもやらなければいけない

ので、８月にそういう検討もします。なぜかというと、草刈りが他

の野川の流連に聞いてみると９月 10 月ごろ刈っていると聞いてい

るので、そうすると大体このエリアでどのようにやりますかという

のを決めないと９月 10 月ができないので、それを入れています。

それから、こどもの水辺などとのコラボの話は、先ほど言いました

12 月のイベント川そうじ、それからクズの根っこ掘りを共同でや

ろうとすると、どのくらいの規模でやるかなどのイベント準備を８

月ごろから始めなければいけないので、もし市報に出して、ＰＲす

る広く集めるということになると、このころから準備しなければい

けないので、12 月イベント準備というなことを書いてあります。 

       また、１番左側の枠に戻りますと、川歩きを２回くらいして、そ

うすると情報も集まってきますので、ゾーニングだとか整備工事だ

とかまあ地図の検討、整備工事の話は定期的にやらなければならな

いので、そういうものを 11 月ころ、それから座学の時に草刈りを

やってみて、それの検討みたいな話。で 11 月のところを見てもら

っていますが、そろそろこの時期になると２月じゃなくて１月のイ

ベントの準備もしなければいけないなと。われわれの方から子ども

の水辺のＰＲ看板の案とか、先ほどのグッズみたいなものとかこう

いう案もそろそろ出来上がってくるので、これを提出して意見を聞

きたいなということもあるので、平日の夜間の会合を。そうすると

12 月とか１月は緑で書いてありますけど日曜日ですね、共催行事

になります。そんなようなことで書いてあります。３月今年度の最

終は、全体会になります。そんなようなことで、案ですけれども作

ってみました。これを基に第１回目もあまり人数が多いとあれなん

で、グループに分けて意見をもらいましたので、これからちょっと

グループ分けをして、先にちょっと質問をしてもらってもいいです

か。 

○座長    そうですね。 

○事務局   じゃあ今、ばらばらっと説明しちゃいましたので、この中で「こ
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れは何なんですか」という質問がありましたら、どうぞ。 

○市民委員  草刈りの問題なんです。何を刈るかによって話が全然変わっちゃ

う。もしオオブタクサを刈りたいのであれば、時期は 10 月では遅

いです。正直言って８月か７月中に、要するに穂が出ちゃったら。 

○事務局   種がバラ蒔かれるんですね。 

○市民委員  その時期を考えると、もしオオブタクサということを決めていら

っしゃるならば、これでは遅いです。 

○事務局   他にいかがでしょうか。これからまた、話し合いなので、その中

でこれは絶対聞かなくちゃ、私はおりますので、その時は呼び止め

ていただければ全然構いませんので。じゃあグループワークの説明

をしてもよろしいでしょうか。 

○座長    草刈りの試験エリアは、どのように考えていますか。 

○事務局   多分高水敷だと思います。高水敷で今、●●委員からご意見がで

ましたけど、草刈りって何を守る目標にして、どの外来種を刈りま

しょうというようなことがあると思うんですが、その目標について、

どういう方法でいつごろ何回やれば良いか、でそれも根こそぎやら

なければいけないのか、もうちょっと簡単な方法があるのか。 

○市民委員  えーとですね、単純に言ってですね、オオブタクサだとするなら、

これは引っこ抜くのが１番楽なのですが、でも時期があって、ある

程度太くなると引っこ抜けませんので切らなければならない、タイ

ミングがあるので、今の段階ですと引っこ抜くのはきつくなってい

ますから、ですから切らなければいけないということになります。

要するに草刈りの場合にじゃあ何を中心にして、何を浄化するかが

決まらない限りは、先に進まないと思います。 

○市民委員  草刈りに関しては、刈り方の前に多分皆さんが歩いて、どこの何

を保全するのかということを決めないと、今まで従来通りの草刈り

で良い場所があれば、もっとしなければいけない場所もあるかもし

れないし、場所と草刈りの時期が相応しくないので、だからエリア

を決めなければと思います。エリアを決める時にも単に管理用通路

だけではなくて、法面から低水敷あと釣りの関係で言えば水際まで
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含めて、どうしていくのかを考えなければと思います。 

○市民委員  僕は、平井川のことについては、あんまり知らないのですけれど

も、秋川に関して言うと、今大体オオブタクサだけに関して言いま

すと背丈は恐らく２ｍ近くになりつつありますから、それを本当は

刈るのが１番良いんです。で今やっちゃうとですね、あっという間

にオオブタクサが無くなるんです。タイミング的には穂が出る前が

１番ありがたいんですけれども、そうすると結構きついんです。夏

場だと。大変な労力が必要ですから、単純ではないということだけ

は、知っておいてください。ですからオオブタクサを刈るのであれ

ば、来年のまだ小さくて引っこ抜ける時にやった方が良いよという

話です。 

○事務局   今、●●委員からエリアの話が出てきたんですけども、前回●●

委員からご提案のあった「どんど焼き」だとか、河川利用に関して

の草刈りと、相反するというのはおかしいですけど一方で「草を刈

って欲しい」という要望があるわけです。どんど焼きにしても利用

もありますし、それからこれからですね暑い時期になってくるとカ

が発生する。後は繁茂しちゃって今２ｍというお話も出ましたけれ

ども、見通しが悪くなって防犯上悪いという意見が出たりしてきま

すので、近傍の方が「刈って欲しい」という要望が結構出てくるん

です。その時に、でも利用とか防犯上みたいなことで、草っていう

とどちらかというとあまり治水上、木と比べれば関係ないので、ど

ちらかというと利用だとか近くで住んでいる人が散歩するとか、そ

れから春になると「花粉症で刈ってくれ」という要望が非常に多く

て、それも対応はしています。そういうものと「でも生きものもい

るよね」ということで虫だからといって、害虫だけではないから、

それを保全したいという意見もあったりして、それは相反するとこ

ろがあるわけです。そういうものをどういう風に折り合いを付けて

いくかということでエリア分けというのは非常に大事だと思って

いて、今まさに１番最後のその他でご提案をしようかと思っていた

のですが、そういう要望が平井川でも、「ここのエリアを刈ってく

れ」という要望がいくつか出てきていて、そこについては、「どう

しましょうか」みたいなことを流域連絡会で・・・、でも流域連絡

会も何度も何度も開いているわけでは無いし、皆様に電話して聞く

わけにもいかないので、ここは保全したいというエリアを大体決め

ておいて、それでここの保全したエリアの所で草刈り要望が出てき

た時には、ちょっと相談して現場に立ち会うということで、アレチ
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ウリがあったり、それからヨシとかが生えている所があったりとか

して、「ヨシは残しましょう」、「アレチウリはやっぱり刈った方が

良いですね」と、そういう管理の仕方もあると思うので、エリアを

決めて提案してもらった方が良いですねという意見はあります。 

○市民委員  今の話なんですけど、草刈りはここのところずっとやってきてる

わけですよね。役所の方にも草刈りの委託も発注もしてるでしょう

し、そういう今までのデータがあるので、新たに始めるのではなく

て、過去のデータを把握してどこに問題があるのか検討する必要が

あると思います。もう大体出来上がっていると思うんです。草刈り

ももう何十年と毎年行ってきたわけですから、新たに全くまっさら

なところからやるんじゃなくて、そこにどういう問題があったのか

分析して、検討した方が良いと思います。 

○事務局   それはあれですね、あの委員の皆様からいろいろご意見をいただ

ければですね・・・ 

○市民委員  委員から意見を聞く前に、今まで草刈りやってきて問題のないと

ころもあるだろうし、私は環境保全も必要なんだけれども、できる

だけ金をかけない、川じゅうの草を刈って、それを委託にかけて、

税金を使うことはないと思う。保全すべきは保全して、ブタクサが

生えてしまうのはしょうがないし、花粉症の話もあるんでしょうけ

れども、総合的に検討して最初から現場を見て、「こうやりましょ

う」、「ああやりましょう」といっても答えは出てこないんだろうと

思うんですけれども。基本的には、僕は草刈りなんてものは、必要

最小限に努めるべきだと思うんですよ。そういうためのマップづく

りなんかは良いと思うんですが・・・。 

○市民委員  今の現状を明らかにしてということです。 

○事務局   それは、案でつくっている８月に草刈りと維持管理方法の検討と

書いてあるんですけれども、マップのところに「ここは、もう定期

的にやってますよね」みたいなことを委員の皆さんが書いていただ

ければ・・・ 

○市民委員  委員では分からない。委員だって全部を把握しているわけじゃな

いんで。だから聞き取り調査みたいなものやいろんなことをやって、

実態調査を行う。 
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○市民委員  平井川に関しては、僕は知見がないんですが、秋川の場合は、個

人でやられている方が結構いるんですよ。これはもう定期的にやっ

ている方がいらっしゃいまして、あるエリアで組み上げていますか

ら、ですからちょうど雑草が非常に繁茂する梅雨時に刈られると決

めている方がいらっしゃるんですね。おそらく平井川にもそういう

奇特な方もいらっしゃるかもしれませんし、そういうようなことの

情報を流域の中から何とか掴めないんですかね。 

○市民委員  平井川のあきる野に関しては、わたしがこの前歩いてきた感じで

言うと、一斉清掃を５月の第２日曜日と 11 月の最終日曜日に自治

会で草刈りをしている所があるのと、さらに頻繁にやってらっしゃ

る所が 1か所あって、個人でやってらっしゃる方もいらっしゃるん

ですけれども、その方はそんなに広い範囲ではなくって、水辺まで

近づけるようなアクセスを確保していることを把握しています。 

○市民委員  草が繁茂していて通りの方から車が来るのを１分か２分前に把

握するように、町内で一斉清掃が２度あるんですけど、町内の納涼

祭があるんで３回草を刈っている。一時西建で草を刈ってくれると

いう話もあったりして、例えば定期的に刈ってもらっていた町内会

もある。うちでも刈ってもらおうかという話があったが、予算がな

いので、今年はやらないといわれ、うちは１回も刈ってもらわない

で、自力で草刈りをやってきた。そういう状態で、なるべく変な草

は取るようにして、きれいにして川に降りられるようにしているん

ですよ。そういう面で、ここで草刈りの提案をされたんだけれども、

流域連絡会の面々が鎌やいろんなものを持ってやるのかどうなの

か、すごく疑問だった。「ここが危ないから刈れよ」と言うだけだ

ったらだれでもできるけど、実際に日曜日なり土曜日になるかと思

うんだけれど、そういうのをやるのか。さきほどの話にもあったが、

種がまかれる前に刈らないと効果が薄いんだよ。実際は。それで、

イタドリでも太くなったら普通の草刈り鎌じゃ刈れない状態にな

るんですよ。そんなようなことで、若いうちだと簡単に刈れるんだ

けれども、ということも考えながらやって、早いうちに刈るともう

３度くらい刈らないときれいじゃないんです。そんなもんだから、

定期的に刈るのは良いことは良いんだけれども、そんなに西建だっ

て経費があるわけじゃないんだから・・・ 

○事務局   どういうふうにやっていけば一番良いのか・・・ 
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○市民委員  えーと、また申し訳ないんですが平井川の話では無い。秋川の場

合、僕の住んでいる地域のブタクサの除去を十数年かけて一人でや

っています。だれも手伝ってもらわないで一人だけでやっている。

で、一挙には無理です。ですから、少なくともエリアを少しづつ区

切って、あるエリアだけは３年かけてほとんどなくなったが、それ

でも生えてくるわけですよね。そういうものをすこしづつ増やして

きて、おそらくこの 10 年間で今までひどかった所は、ほとんど無

くなったし、ということがようやくだんだん見えるようになってき

ました。まだそれでも、すごい勢いでありますから、これを後 10

年くらい続けられるかどうかは別として、後数年やったら誰かがや

ってくれるだろうと思っているんです。実を言うと総力戦では意味

がないんです。ですから、はっきり言ってタイミングを見ながらや

っていくと効果的に無くなりますから、それが分かれば一人でもで

きるんです。経費をかける必要もないんです。そういう知恵を使う

べきです。そういうようなことを十数年間やってきてようやく分か

りました。以上です。 

○事務局   そういうことの他の流域の情報なんかもあるんで、研究していき

ませんかという提案です。それはだれがやるかとか、やってくれと

言っていないので。●●委員からも意見がありましたけれども、科

学的にこうしてやれば効率的にできるということもあるので、そう

いうことをちょっとやって見ませんかということで、試験エリアを

決めるのは全部やるんじゃなくて、こういうやり方でやって見ると

成功しそうだよというみたいな試験エリアということです。 

○市民委員  とりあえず８月の会議で、流域委員と西建の方で把握している、

市や町の方でも把握している現状を出し合って、確認することから

始める。 

○市民委員  平成十何年かな、流域連絡会でも、すでにそういう実験をやって

いるんですよね。河川改修工事に伴って虫屋の方と流域連絡会の市

民と専門家の方を交えて、オオブタクサの芽生えの時に抜いて、そ

れから種ができる前に抜くということを橋の上下流で実験をして、

上流側がきれいになったという実績もあるので、初めてのことでは

ない。 

○市民委員  極めて常識的な話です。 
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○行政委員  草刈りと直接じゃないんですけれども、地域の要望で最近多いの

が平井川だけに限らないんですけれども河川区域内の高木もかな

り古くなったりしているんで、倒れてしまえば安全管理上撤去する

だけですが、倒れかかっていて、今にも危ない樹木については切っ

て欲しいという要望が来る。うちの方の判断で切っても良いという

ことであれば処理するんですけれど、中にはこの木は残したいとい

うことがあり、当然樹木医の診断とかあるわけなんですけど、草刈

りのエリア検討をする際に樹木の古いやつに関しては検討をして

いただければと思います。 

○市民委員  場所は河川敷じゃないですよね。管理用通路ですよね。 

○市民委員  それはどこの話ですか。平井川ですか。 

○行政委員  平井川ですね。平井川でも上流で、かなり太い木が河川区域に生

えている。 

○市民委員  それはどの辺の話ですか。マップに落とせますか。 

○行政委員  仙石橋から中里橋の間の右岸で、春日神社の反対側です。 

○市民委員  仙石橋から中里橋までですと住宅が川に近接している所ですよ

ね。 

○市民委員  原則的には、河川には樹木を植えないとか生やさないとかいうの

が治水上の関係では必要なんだよね。で、要するに良い木だから残

して欲しいという地元の要望が無い限りは切っても差し支えない

というような感じでしょうかね。 

○事務局   あの最近ですね、川づくりの新しい方針からすれば、河積に余裕

がある場合には、残しても構わないというような方針になってきて

いるんですね。でもそれは、治水上問題がなければということです

から。 

○市民委員  今の話はおそらくですね、先ほどの話にもありましたけど、木の

種類によって話が全然変わってきますから、何故かというと根の張

り方が弱い木と強い木によっては、倒れる確率が全然違いますので、
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そういうことも踏まえて考えておかないとまずいなと思いますね。

カシの木とかクルミの木ですか、クルミの木は特に倒れやすいです

から、気を付けなければいけないというような話も含めて考えてい

かなければいけないと思いますね。だいたいそこは、土地の所有者

は誰なんですかね。西建でしょうか。じゃあ西建の一存で何とでも

出来るわけですね。分かりました。 

○事務局   最初ですね、グループ討議にしようと思ったんですが、どんどん

意見が出てくるようであれば、特にグループ討議にする必要がなけ

れば、ちょっともう具体的にこの内容について、今みたいな草刈り

はまあだいたいそんなような第１回目は、●●委員から提案ござい

ましたけど、８月にちょっとそのことで、情報を詰める作業をして、

そして今後どうしていくかを検討するっていう感じで、１回目をや

るということで。 

○市民委員  よく分からないのは、何のための草刈りかということがはっきり

しないんですけど。今いくつかの要件がありましたけど、その主な

目的は何ですか。全然違うわけですよね。そうするとエリアを分け

る時に、じゃあ今回はどういう目的に合う所をエリアにしようとい

うようなことがまず最初に決まらなければいかんですよ。 

○事務局   どういう目的のために、ここは残すのかということですね。 

○市民委員  それは、はっきりさせておかなければだめだということです。 

○市民委員  今のカレンダーに８月からスケジュールが書いてあるが、連絡会

は何回くらい開くんですか。 

○事務局   連絡会は、この赤で書いてある平日夜間と書いてある所ですね。

８月 11 月・・・。 

○市民委員  ８月なんかはね、もう夏休みなんだよね。それさあ流域連絡会と

いって子どもたちが楽しんでいるのに、無料奉仕だからボランティ

アだからね、それで８月にあれやれ、これやれと内容が多すぎるん

だよ。だから多少さ、我々は年寄りだから夏バテ気味なんですよ。

だからそうそうは、あれやれ、これやれってねえ、欲張ってマップ

作りだ、小学生を巻き込んでどうのこうのだとか内容が多すぎちゃ

うって思うんですよ。できるだけやっぱり今までも８月は多分休ん
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でたと思うんですけど、夏の真っ盛りだと日射病になっちゃうよ。 

○事務局   だから８月は、室内です。 

○市民委員  室内だけど、出てくるのに大変よ。だからやっぱり余裕を見て、

欲張るのは分かるんだけど、やっぱりね、肝心なところだけを協議

していって、何でもかんでも知恵を拝借してっていうのも、私はも

うまいっちゃいますね。お手柔らかにお願いします。 

○市民委員  欠席すればいいじゃないですか。 

○事務局   メンバーの話もあるんですけども、仮に３つ決めさせていただき

ましたけど、じゃあ３つの所にそれぞれ「私は草刈りをやります」、

「私はこどもの水辺をやります」というふうに手を挙げてもらって、

行政委員もおりますんで、それを３分割するという手もあると思い

ますね。これだけやりたい、後は市民委員もたくさんいないし、ま

あこれぐらいの人数なんであの自分の好きなテーマだけ出るとい

うこともありだと思うんで、全部出たい人は全部出ていただいても

良いんで、そういうやり方もあると思います。前は、分科会みたい

なことで、完全に分けていたときもありますし、また小委員会とい

うことで、去年なんかもメンバーを決めないで、行ってきたという

経緯もありますので、必ずしも全部出ろとか言うことはありません。

確かに目いっぱいなのは確かなんですが、１月の１回なんて大丈夫

かなと私も思いますので、ここからもうちょっと今年度は、今年に

ついては草刈りと３つもやっているけど２つにしましょうとか、後

は分科会形式でちょっとコアメンバーだけでやりしょうみたいな、

そういうやり方もあると思うんで、そこも複雑に絡んでいるんです

よね。 

○市民委員  さっき、８月に「いかだ」、「くも」ってあるんですけれど、●●

委員の方でいろいろやっていただいているんですよね。たぶんこれ

だって、相当時間と労力を使っているんじゃないかと、そういう少

なくと流域連絡会の活動の中に組み込むということは、大変だと思

うんですよ。 

○事務局   あのこれは、組み込んでいるということではなくて、参考です。 

○市民委員  でも参考で入れちゃっているから、こどもの水辺の活動を。 
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○事務局   この中で、流域連絡会と一緒にできるような行事ということで、

川そうじとクズの根っこ掘りをバックアップしたらどうかなとい

う案です。人手が沢山必要なものということで、それはバックアッ

プというか、我々も学びなんですよ。 

○市民委員  こどもの水辺は、年間立派に活動されているわけで、これを巻き

込んで一緒にというような感じを受けたもんだから。そこまでやっ

てたら、とてもじゃないけど身がもたない。 

○事務局   全部これを一緒にやるということでは、ありませんので年に２回

くらいは良いかな、人手が必要なものということでセレクトさせて

もらったつもりなんですけどね。それもこれ誰も来なかったという

ことはない、少なくとも西建は行くと思うんですけど、これでやれ

ば。市民委員が来なかったからだめということはありませんので、

流域連絡会のメンバーだけではなくて、公募するとかということも

ありだと思いますし、流域連絡会が主催するので公募しますという

こともありだと思いますし、それからターゲットを絞って高校生に

声を掛けるだとか、ボランティアクラブなんかにお願いする、昔も

そういうことはやっていたこともあるんですね。高校生なんかに。 

○市民委員  大学生なんかは。 

○事務局   ああ大学生でも良いですね。ですから全部委員の肩に重く圧し掛

かっているということではありません。 

○市民委員  ●●委員の言われることも分かるんですけど、僕は４期目から参

加したのかなあ。そのころから、もっと楽しい活動にできないかと

いう提案がされていたんですけど、で日の出町から若いお母さんな

んかも参加した年があるんです。ところが、実際には工事のことで、

ほとんど時間が取られちゃって、そういう活動が出来なかったんで

す。でその若いお母さんは、途中でやめちゃいましたけど、そうい

うことでこれくらいはやらないとそういう工事でのけんけんがく

がくの議論を離れて、もう少しゆとりのある活動をしようと思った

ら、月１回くらいは、やむ得ないのかなという感じがします。それ

と、ゾーニングを作った時、２期に渡りましたか、あの頃は月１回

やっていましたよね。どうしても毎年工事をやるんで、それを巡っ

ての議論が多くて、それ以外には活動が出来ないのが現状だと思う
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んで、ちょっとやむ得ないかな思っています。 

○市民委員  ただ公募の時に、公募の文章の中に確か年４回とあったと思うん

ですけど、事務局から提案があったように部会に分けて欲張って全

部出たい人は出るし、どれかに絞る人は絞るという形にした方が無

理しないで、休みたいときに休んで良いですよとすると全部を出た

り出なかったりで話が見えなくなることもあるので、部会に区切れ

ば自分の部会は休みたくても休めないという選択肢をつくること

が良いと思います。 

○事務局   他にご意見はありますか。 

○市民委員  個人的な意見なんだけど、７期の時と同じように私自身は、御堂

橋の所の取水堰がどうなるのかが一番心配なんで、こういう風に参

加させてもらっている。そんなもんで、実際平井川を利用して川を

遊びをやったりいろいろしてたり、川を利用させてもらっていたん

だけれども、今平成 25 年から 30 年くらいの間の私にとっては一番

重要な期間じゃないかなと思っているので、手を上げさせてもらっ

ているんですよ。で、実際尊い税金をガンガンあそこにつぎ込むん

じゃなくて、やっぱり良いものを、子どもたちから何から川で遊べ

るようなことができないのかなという気持ちで参加させてもらっ

ています。だからマップづくりとかはちょっと、あるいは方向が違

うのかなあという気分ではいるんです。草刈りについても、さっき

いったんだけど同じ所を年３回やっているんだよね。草を刈らない

と見えないから整備したりなんかやっているんで、西建さんに頼ん

でも金がないからやらないという話が何年か前に出たもんだから、

ということで、個人的な要望が東京都に届くかなということで参加

させてもらっているわけで、こういう川をどういう風にしようとい

う方向も良いことなんだけれども、そこまで年 12 回も出てどうな

のかなということと昼間も６回くらいになるのかな、実際１回か２

回は皆で流域を回って、ここの所は危ないねとかここの所はこうし

た方が良いねというのは必要かな、ここの所はいつも草を刈っても

らってるねとか町内会が一生懸命やっているねとか西建がやって

るんだよとか、そういうところもずっとね、例えば○○橋だっけ、

プールの廻りは西建が刈っているんだよね。ということも知らない

人もいっぱいいるでしょう。西建が草を刈っていることを知らない

人もいるんでしょ。いないかな。工事やった場所なんかは西建が刈

っているんだよね。それで、全然なにもやってない所は刈ってない
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ということだから、そういうところも確認しながら、どうしてもプ

ールの所は都で刈らなきゃ、市で刈らなきゃってなっちゃうからど

こかの税金を使うんなら良いんだと思うんですよ。そういうのも、

皆で見ながら、その変わりあそこのプールの所から川に降りられな

いような草が生えている状態なのよ。上はきれいなのよ。だけど河

川には代田橋下はさっと入れるんだけど、あの辺は入れないとかね、

皆で１回見れば、川に入る通路だけは刈っているよとかなんとか、

いうのも出ると思うんで、見るのも良いと思うけど、これほどいっ

ぱいあってどうなのかな、見ないと発言も出来ないと思うんですよ。

そうでもない。８月にやろうという・・・。８月は、夜間の会合で

はあるけど、実際に見ないことには室内で話できないでしょう。 

○事務局   見て知っている所の話をして、それを確認して現場に行くという

のが、その方が集中して「じゃあここのエリアを見に行きましょう

か」ということで、作戦が立てられますよね。情報を集めておいた

方が。 

○市民委員  今何をやっているかという話なんですが、これは活動カレンダー

の案ですからこれをちゃんとしたものにするという策定ですかね。 

○事務局   そうです。 

○市民委員  そうすると、議事の運営が非常に悪いということですね。 

○事務局   すいません。皆さんから意見が沢山出ているので・・・・ 

○市民委員  もともとこれは案なわけですから、一つずつこれで良いのかとど

うかということ、まずければ修正するのは何なのかということで決

めていかないと、後 1時間以内で決まりませんよ。 

○事務局   分かりました。それではまず３つの案の所ですね。１年目２年目

と書いてあるこっちのペーパーで１番左側に書いてある３つのテ

ーマで、良いか悪いかといことですね。 

○市民委員  私は１番下の所までは、出来ないと思うので、削除してもらいた

い。 

○事務局   やりたいという方がいれば、良いということですか。 



- 19 - 

○市民委員  まあできればね。 

○市民委員  どこから始めるのですか。決めるのは。 

○事務局   １枚目の３つの枠があるペーパーの１番左の３つの方針です。今

意見がでたのは、１番下はいらないんじゃないかということですが、

だれかやる人がいれば良いですよねということです。 

○市民委員  そういう問題ですか、これ。そういう問題で考えるんですか。 

○事務局   いや、今意見が出ていたので。 

○市民委員  これは要するに、この案というのはあくまでも事務局の案なわけ

ですから、これに対してもむという形ですね。やり方はそれでいい

んですよね。 

○事務局   他にご意見ございますか。 

○市民委員  そこをやりたいという人がやれば良いというのであれば・・・ 

○事務局   分科会という方法もあるので、絶対こればダメというふうに

は・・・ 

○市民委員  できたら大筋ね、大きな方向で行った方が・・・。今までの意見

を聞いていると大きすぎる。縮小案もあると思うし、そこでは簡単

に結論は出さない。 

○市民委員  私はせっかくなので、全部やりたいなと思いますね。全部を完璧

にやらなくても、手がかりを作るだけでも次の第９期につながるの

で、それをやりださない限りは進まないわけで、欲張って成果が出

なくても、とりあえず例えばこどもの水辺で言えばぜひ流域連会と

一緒にできたら良いなと思いますので、とりあえず参加できる方が

参加していただくだけでも良いので、何らかの形でやっぱり３つと

もやったらいいんじゃないかなと思います。それと分科会みたいに

分けて参加するということで、３つ目は、だれも参加しなかったと

いうのであればしかたがないんですけれども、まあやる人がいれば。 
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○市民委員  でもね３つ目ね、例えばここで活動方針を出して、これが決定さ

れれば市の広報で共催事業ということで出せることは出せるんだ

よね。こういう肩書も使わせてもらえるということがあるから、参

加者も一般に募った方が増えるということで、だからいいんじゃな

いですか。 

○市民委員  私は、前回出席できなかったんですが、一つだけ教育関係とのコ

ラボというのが入っているんですが、もう一つ挙げてまして、挙げ

たかな記憶が定かじゃないんですが、私がこの会に所属している意

味は、実を言うと平井川をホタル川にしたいという思いがありまし

て、かつてホタルの保全分科会がありまして、私が今から 10 年前

に心筋梗塞で倒れてしまったわけで、それから立ち消えになったこ

とがありました。その時にもうホタルの保全分科会はいらないんじ

ゃないかという話もあったような気もするんですが、僕はこれから

実を言うと、平井川は東京都の中でも希少なゲンジボタルの生息地

になり得るだろうと思ってまして、実を言うと平井川はカワニナの

生息域で言うと下流部から上流部までほとんど生息していますん

で、どこでもホタルが飛ぶという状況にはなりつつある。で秋川と

違って、極めて人が入りやすい川ですので、ホタルを鑑賞すること

に対しても非常に有効である。こういう川がおそらく東京都にはほ

とんど無いだろうと思います。でそういう川が少なくとも西建の管

理下にあるわけですから、ここを何とか活かしたいという風に思っ

てまして、実をいうと復活をお願いしたい。どういうような内容に

するかは、これから決めていくわけで、とりあえずはそのようにお

願いしたい。 

○事務局   他にご意見ございますか。メンバーの話もあると思いますが、一

応この３つの柱で行きたいと思っておりますが、よろしいでしょう

か。それでは、1年目、２年目のカレンダーですが、２年目の成果

まで求めるかどうかというのはペンディングでよろしいてしょう

かね。高い目標を揚げてしまいましたので、ここまでは難しいとい

う意見もでています。で、そうするとちょっと１年目の活動という

ことで、２枚目のペーパーですね、活動のカレンダーについて１年

目にどのくらいまでできるでしょうかということと、あとは分科会

形式にするのかどうなのかということも含めて、例えば、今一つ出

ているのは分科会に分けたらどうでしょうかという意見がでてい

て、３つの分科会のうち「私は第２、第３分科会への参加をします」

とか・・・ 
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○市民委員  それは一番最初の３つのものを分科会にするという案ですよね。

分科会にするならばどういうテーマの分科会にするかという案を

出していただかないと決まりませんね。 

○事務局   やっぱり分けちゃった方が良いという感じですかね。それぞれの

分科会に・・・ 

○市民委員  要は、最初の案がそうなっているからね。明らかにそういう意図

が見えるから。 

○事務局   意図はないです。全部にかかわると大変だなという意見が出てき

ていたので、「私はこれに専念したいです」と手を挙げてもらって

も良いと思っています。 

○市民委員  大きな意味で、要するに今の話だとこの一番最初のこの３つの枠

ですよね。これを一つずつの分科会のテーマとして、分科会を作る

というのが今の案ですね。そう考えて良いですか。 

○事務局   事務局案は、あんまり分けないで、今回このテーマで次回はやり

ますという小委員会形式で、去年と同じように、次回はこういうテ

ーマでやりますよという時に、テーマに参加したい人は出てく

る・・・ 

○市民委員  僕は、その案に賛成ですね。僕はどっちかというと全部出たいと

思っています。時間が許す限り、だから大変な方は、例えば８月の

は出ようと、11 月は出ないとか、自分で選んでいけばいいんじゃ

ないかなと思います。 

○市民委員  ただ、このカレンダーで出る出ないじゃなくて、休んでもつなげ

て自分が参加できる形にしておかないとまずいので、そういう意味

で分科会というのもあると思う。ただし、分科会テーマを・・・ 

○市民委員  要するに分科会の意味合いが明確じゃないですよ。まず。今、●

●さんの言われた分科会はどういう形式でどういうテーマなのか

ということです。 

○事務局   最初のこの３つのテーマの分科会のようなものです。 
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○市民委員  そうですよね。僕もそういうふうに理解していました。そうする

と●●委員の言っている分科会の意味合いは、全然違うと思います 

○市民委員  いえ、全然違わなくて、同じなんですけれども、ただこっちの方、

左を見たときに「次世代に繋ぐ」これは、一つにまとまりそうです

が、1番目と２番目をこういうふうに分けちゃって良いのかなと思

いました。 

○市民委員  そうすると、分科会の作り方ね。 

○市民委員  だから、従来通りというか、ここ数年ずっとやってきた工事に対

しての色々な話し合いがまず柱にありますよね。それから地域とか、

次世代を巻き込んだいろんな行事とか、あとマップづくりもそれに

入ると思うんですけど、外に向けて平井川流域連絡会をアピールし

ていくような活動、それから工事とは関係ないんだけれども草刈り、

維持管理のことですよね、その３つかなと思ったんですけど。 

○座長    ●●委員からの色々意見がありましたが、３つとも分科会にする

というのは、どうなのか。１つコアがあって・・・ 

○市民委員  いや、違いますよ。●●さんが作られた案を先ほど確認しただけ

です。でも、そうすると当然、●●委員の意見も出てくるわけで、

分科会というものの意味合いを僕もあまり理解していませんから、

分科会というものは今までどうだったのか、今後どういう形にした

方が良いのかということがないと、所属することもなかなか難しい

と思うんですよね。少なくとも分科会とはこういうものだよという

ことを皆さんによく分かるようにしていかないと、それに入れるか

入れないか分からないじゃないかという話になると思うから、それ

を明確にしておかなければならない。 

○市民委員  分科会としない方が良いんでしょうかね。「来月の流連のテーマ

はこれがテーマです。次の流連のテーマはこれです」というように

テーマだけ掲げて、負担の多い方はこのテーマだけ参加しようとい

うように、分科会というと全部入ると欲張りみたいだし・・・、 

○市民委員  分科会の意味合いが最初の段階の話があいまいだったから、要す

るに次の時にはこういうテーマで 1 回だけやりますよという話な



- 23 - 

のか、あるいは年間を通してやるのか、この辺が全然分からなかっ

たので、そうすると年間ずっとこのテーマでやるのはやだよという

人は、当然出てくるわけで、次回だけだったら良いよという人も出

てくるわけです。年間通じてあっても良い分科会は当然あるわけで、

それは分けなければいけない。少なくとも種類を分けなくてはなら

ない。こういうことからじゃないですか。整理すると。これは決ま

らないと思いますよ。 

○座長    前回１回目で、フリーに第８期にどういうことをやりたいかとい

うことをいっぱい出していただいたわけですね。想像してた通り、

いっぱい意見が出て、ある程度事務局の方でこういうカテゴリー、

大きく３つに分けて、カテゴリーの中にもいろいろ盛り込まれてい

るわけで、１つのカテゴリーでも全部その中身が出来るのかと言わ

れれば、確かに量的にも非常に多いし・・・、だから今日提示した

のは、前回いろいろ今期の委員の方々がやりたいというマックスを

とりまとめて分類して、ちょっと盛りだくさん過ぎるような案で、

毎月こんなことをやっていったらどうか、その中でこれは多すぎる

んじゃないかとか、そういったものを照査していって活動方針を決

めていこうと考えてこういったものを作ったんですけど、たぶん今

日は決まらないと思う・・・ 

○事務局   そうすると、第３回の全体会をまた８月開催しなければならなく

なっていますので、ある程度方針を今日決めたいが・・・ 

○市民委員  そうすると、こういうことになるんですよ。まず、さっき言った

２種類。年間通すものと、名前を分けないといかんわけで、とりあ

えず分けていただいて、年間通すやつは何とか会、で単発のやつは

何とか会というふうにしていただいて、で単発のやつはどういうテ

ーマで考えられるかというような形で、とりあえず整理するしかな

いんじゃないですか。でその中で、自分としてはどういうものに所

属したいよということで、それが決まれば大体ＯＫなんじゃないで

すか。 

○事務局   今の感じで行けば、年間通してやらなきゃいけないのは、結構話

題になった草刈りの話、維持管理を含めた草刈りと整備工事だとか

1番最初の平井川全体をどうしてゆくかという今までのテーマ、こ

れは年間を通して定期的にやっていかなければいけないこと。 
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○市民委員  これは、２年間通すんでしょ。 

○事務局   そうです。それは多分委員の方も出なきゃいけないなと思ってお

られることじゃないかなと思っております。それは、良いですか。

定期的に行っても。 

○市民委員  僕、出ません。 

○事務局   それは全然構わないと思います。それは年間通じてどのくらいの

頻度で・・・、２か月に１回ぐらいですかね。 

○市民委員  去年は、２か月に１回くらいでしたっけ。 

○座長    全体会とか、見学会とかいろいろ名前は変えましたけど、だいた

い年間６回は開催しています。 

○事務局   それは全然構わないと思います。それは年間通じてどのくらいの

頻度で・・・、２か月？それでは、年間を通じて行うものは２か月

に１回開催する。そして単発のものでは、１番右側のこどもの水辺

とのイベント準備だとか、うちから提案することだとかコラボとか、

それは単発でやらせてもらえば良いかなと思っています。いかがで

しょうか。それは、あまり参加したくないなという方は、参加しな

くても良いかなと思います。 

○市民委員  １年目は、それでやるしかないんじゃないですか。 

○行政委員  年間通じてやるものとして整備工事の話は出てこないんですか。 

○事務局   いえ、整備工事は１番の草刈りとか維持管理、整備工事の話しは

ずっと出ています。今２か月に１回やろうかというお話をしていた

んです。 

○行政委員  今回については、議題にも載ってないですし・・・ 

○事務局   議題はこれから出てきます。生物調査の結果についてということ

で、整備工事については前回お話をしていますので、６月の第１回

目の時に今年度の整備工事についてはお話をしているので、今日は、

25 年度の生物調査の結果についてお話をすることになっています。 
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○行政委員  それが、整備工事の話しになるわけですか。 

○事務局   議題はこれから出てきます。生物調査の結果についてということ

で、整備工事についてももちろん（ですが）、整備工事の前後の生

物調査の話も入っていますので・・・ 

○行政委員  26 年度に対してのことでしょうか。 

○事務局   どういうことでしょうか。 

○行政委員  第１回の全体会の議事概要の議題のところ６番目に平成 26 年度

予定、生物調査予定についてということで、これが整備工事とそれ

に関連する生物調査の話しですね。今日の議題については、この後

に生物調査の報告と・・・ 

○事務局   今後どういうふうにそれを保全していくかという工事の内容に

も関わる内容になっています。 

○行政委員  これが議題の（２）生物調査結果についてのことですね。 

○事務局   そうです。 

○行政委員  分かりました。 

○事務局   それでは、あまり時間がないので、今のをまとめますと、年間通

じてやる維持管理を含めた工事に関することを２か月に１回のペ

ースでやっていく、それは皆様に何月に何をやりますというお知ら

せをするので、参加したい方は参加してください。単発ものとして、

さきほどお話したこどもの水辺のイベントの話だとか、教育機関と

のコラボだとかＰＲの話だとかは、単発でまた別個に会を設けまし

て、お知らせをしますので、その時参加していただける方について

は、参加していただくというイベントカレンダーの構成でよろしい

でしょうか。 

       それでは、まず８月は難しいということでしょうか、それとも草

刈りとか８月に何かやらなきゃいけないのではないのかなと思っ

ているんですが、そのテーマだけ、もし「やる」、「やらない」、９

月に延ばすだとか、次回のことだけを決めたいと思います。 
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○市民委員  それだったら、草刈りという問題がありならば、年間できちんと

した決め方をしないと何もできないんじゃないですかね。 

○事務局   ちょっとこのカレンダーをもう一回、今言いましたように書き直

して、お知らせを・・・ 

○座長    ８月に集まるかどうかということでしょ。草刈りの話しだと●●

委員の話しだと、ある種に着目すると今でも手遅れ・・・ 

○市民委員  手遅れでなく、やる気になればできるのですが、どういうやり方

をするのか、草刈りという意味合いがエリアによっては様々違って

くるということになってくると、どこはどういうふうに草刈りを行

っている、ここは行われていない、ということの全体像が見えない

と先に進めない状況ですよね。 

○座長    そうすると、現状の確認と課題の抽出になるわけですね。 

○市民委員  ８月はするべきかどうかですが、８月はするべきです。先に進め

ませんよ。これが決まらないと。９月になったら遅れちゃいますよ。

ものによっては。 

○事務局   ですから、暑い中大変だとは思いますが、ちょっと日程を調整さ

せていただいて、８月には、今言いました草刈りの現状の確認とか、

そういうテーマでやりたいと思っておりますのでよろしくお願い

します。 

○市民委員  それは、単発の部会でしょ。 

○事務局   いえ、これは維持管理の方です。 

○市民委員  単発にすれば良いと思いますよ。草刈りとイベントに分けて。そ

のようにしないと年間同じような調子でやっていくと参加者がい

なくなりますよ。 

○事務局   そうすると８月は２回ということになりますか。 

○市民委員  １回でやっちゃうんですよ。だって実を言うと内容がはっきりす
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れば決めることって大したことないんですよ。 

○事務局   でも、イベントの方には参加したくないという方もいらっしゃる

かもしれません。 

○市民委員  イベントというのは、草刈りのイベントですか。 

○事務局  じゃなくて、12 月の話しです。 

○市民委員  それは夜の会合でしょ。 

○事務局   どちらも夜です。 

○市民委員  だったら１回にしたらいいじゃないですか。 

○事務局   これじゃ今回は、合同という感じですか。８月にやりますけど合

同でもよろしいですか。草刈りのエリアの情報集めとイベント準備

について半分ずつくらいになりますけど。 

○市民委員  草刈りのやっている情報集めといっても、どこでやっているか大

きなところは分かりますよ。個人でやっているところは誰がやって

いるかまで分からない。 

○事務局   ですから、そこは今知っている情報だけで良いんです。もし、出

席出来なくて、「情報だけは、これ知っているよ」ということであ

りましたら、出席は出来ないけど情報は私の方に・・・ 

○市民委員  出席するかしないかじゃなくて、情報の集め方がということ。 

○事務局   じゃあ、他にどういう情報の集め方がありますか。 

○市民委員  それが難しいところ。団体でやっているところは分かりますよね。 

○事務局   そこから始めていけば良いかなと思います。 

○市民委員  瀬戸岡の辺でも個人でやっているらしいんですけど、誰がやって

くれているかは分からないわけです。それを調べるのを我々が調べ

るわけですか。 
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○事務局   そんなことは言っていません。知っている情報だけ、教えてくだ

さいと言っているわけで、みんなで調べていけるところであれば、

調べて個人を特定する必要もないというのであれば、誰かわからな

いけれども、年間通じてやってくれているみたいだねということが

分かるだけでも良いと思うんです。 

○市民委員  この情報は地図を広げて書き入れるようにすれば良いと思う。植

生図も用意していただいて、例えばここはどこどこが使っていると

か、ここは子どもがアクセスで川に降りていくとか、ここは降りた

いんだけど降りられないなど、それぞれ情報を書き込んでいくと、

なんとなく今後の草刈りの仕方が見えてくると思うんで、そういう

作業をするということで良いですか。12 月のイベント準備ですが、

無理して８月にやらなくても多分間に合うんじゃないかなと思い

ます。12 月の行事を市報に出すのは、11 月の広報に出すとしても、

あきる野市は10月10日までですね。日の出町は２か月前ですので、

多分８月にやらなくても間に合うと思いますので、すっきりと草刈

りをテーマにやっていただいて良いんじゃないでしょうか。 

○事務局   そんな感じで、８月は１回やらせていただいてよろしいでしょう

か。 

○市民委員  草刈りだけを検討するということですか。これの具体的な内容を

調べるために町会長にアンケートを取るとかするともっと実態が

分かってくる。我々だけでは、なかなか分からないところをゆっく

り調べていけばいいのかなと思っています。 

○事務局   それで良いと思います。どういうふうに情報を集めていくかも含

んでいます。 

○市民委員  草刈りだけじゃなくて、地域で平井川でどういう活動をしている

か、どういうふうに思っているかまで調べれば、この会の全体の大

きなものが出てくるかなと思います。 

○市民委員  あと、西建さんの方で毎年行っている草刈りの実績を教えてほし

い。 

○事務局   そうすると８月も後ろの方がよろしいですね。 
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○市民委員  今の話しだとオオブタクサを考えなくて良いというのであれば、

草刈りの話しは無しにしても構わないと思います。 

○事務局   まだ、次年度も続きますから。次年度をどうやるかという準備で

も良いと思うんです。 

○市民委員  オオブタクサばっかり意識していませんか。実を言うと。 

○事務局   今年間に合わなくても、来年こうしようという作戦を立てるのも

良いと思うんで。じゃあよろしいですか、８月の後ろの方に、お知

らせをいたしますのでよろしくお願いします。では、カレンダーな

ども整理して次回の８月の終わりごろの会には、提示をしたいと思

います。 

（２）平成 25 年度生物調査結果について 

○座長    それでは議題（２）の平成 25 年度生物調査結果について説明を

お願いします。 

○事務局   本来であれば、前回の会で生物調査 25 年度のご報告ということ

で、お話しするところだったんですけど、間に合わなかったという

ことで、今回遅ればせながら 25 年度の生物調査の報告をさせてい

ただきたいと思います。 

       Ａ３判のこちらの資料とＡ４判のこちらの資料、２つの資料で説

明させていただきたいと思います。資料について付け加えたいこと

があります。調査の箇所等も入っておりますので、昨年度も「取扱

い注意」を入れさせていただいていたんですが、本年度も取扱い注

意ということで、お願いしたいと思います。 

       まずＡ３判の方から説明させていただきます。１枚目の方が全体

地図ということで、初めての方もいらっしゃるということで、前回

も説明の方はさせていただいたんですけれども、全域調査と事前事

後調査ということで大きく分けて調査の方をやっております。全域

調査ということで、多摩川の合流部、下流圏ですね、下から祝橋ま

での区間を全体調査ということで、事前事後の調査でも行っている

んですけれども、河川調査、植物それと魚類、底生生物、小動物、

昆虫といった種類の調査をですね５年おきのサイクルで実施して

います。こちらについては、25 年度は河川調査を実施しています

ので、このあとご報告いたします。それとあと、事前事後調査とし
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て、日の出橋から代田橋までこちらの方は今事業を実施していると

ころなんですけれども、そういったところについて、事業を実施し

た後の事前事後についてどのような変化があるかというところを

確認できるように調査を毎年実施しています。毎年１か所について

は、ご報告の方をさせていただいておりますけれども、そういった

形で調査の方を実施させていただいております。調査の方は以上の

ような方法で実施させていただいております。１枚めくっていただ

いて、こちらの方で 25 年度の調査内容について説明させていただ

きます。まずは、先ほどご説明をさせていただいた全域調査という

ことで、25 年度については、河川環境調査と植物について調査し

ていますので、まず河川環境の方、20 年度と比較して分かるよう

になっております。左の方が20年度ですね。右の方が25年度です。

比較の内容についてご説明させていただきながらご報告をさせて

いただきます。20 年度と 25 年度の河川環境については、早瀬の方

が 32 か所から 52 か所ということで、増加が見られたということで

す。これらはその年の水量によって変動することが考えられるので、

一概に変化が大きくあったと言えないところなんですけど、調査の

方では一応こういう結果が出ました。次が横断構造物ですね。堰と

か床止といった施設について変化があったかを全域で調査しまし

た。結果、20 年度と同数という形で変化が見られませんでした。

そういったところを調査しながら、湧水の方を調査しています。こ

ちらについては、左の方にそれぞれ番号を振らせていただいて、調

査それぞれの箇所については、その年の湧水の量とか状況によって

ちょっと変わりますので、ちょっと数が違うところがあるんですけ

ど、番号のところで同位置で湧水が確認された所について、こちら

の方、番号を統一させていただいて、こちらの表をまとめさせてい

ただいております。そういったことで、20 年度に湧水が確認され

た所で、確認できなかったというのが８番です。それ以外の所につ

いては、湧水自体は一応確認できました。量的には大きく変化はし

ていなかったようですけど、電気伝導度とかそういったところで多

少低めの数値が出ていたようです。 

       次のページ、一つめくっていただいて、湧水調査ということで湧

水の所で調査をおこなったものと、それの近くの本川、平井川本川

ですね、そちらのほうで同様に電気伝導度、水温といったところの

調査をしております。内容としては、電気伝導度といったところも

同様の内容で出てきているようです。電気伝導度は数値が大きい方

が電気を伝えることが大きくて、水がきれいだというようなこと

が・・・ 
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○事務局   汚いでしょ。伝導度が大きい方が汚い。 

○事務局   失礼しました。勘違いしていました。今回そういったことで低い

値が出てきているということなんで、きれいだということで結果は

出てきているようなんですけど、ただこちらの方も一概に水量とか

他の要素も含んでいることがあるので、今回大きく数字が動いてい

ることではないので、ほぼ変化はなかったんじゃないかということ

で、聞いております。 

○市民委員  ちょっといいですか。これはいつ測定されたのですか。 

○事務局   電気伝導度こちらをやったのは、詳細な時期は持ってきてないの

で分からないのですが・・・ 

○市民委員  結局ですね、同じ時期、要するに 20 年度と 25 年度が同じ時期で

あるかということです。 

○事務局   時期的には、同じ時期で実施しております。 

○市民委員  大体いつごろだかわかりますか。 

○事務局   調査時期は早い時期だということは覚えているんですが、たしか

７月とかですね。引き続いて、次が植物相調査になります。今回そ

れぞれ種類数、生活型、帰化・逸出、重要種ということでそれぞれ

分けてこの表をつけさせていただいております。上の左側からそれ

ぞれこういったまとめ方になっています。種類数としては 578 種か

ら 425 種へ今回結果としては、減少しているということで、こちら

については河川環境が安定して１年草など植物がかなり減少して

きたからではないかなということで、まあ環境自体が安定したこと

も考えられるという結果に一応なっていまして、外来種がそういっ

たことも含めまして出現率は 21％と減少してたという結果も見ら

れています。重要種については前回の調査で３種確認されていたん

ですが、確認されない種のトキホコリがあり今回は２種類だけ確認

されました。以上です。 

       次のページに行きまして、植物群落調査ということで、それぞれ

下流部、中流部、上流部といったところですね、群落の下にカラー

で事前事後調査のあれなんですけど、一応全域調査このような調査
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を行いまして、その場所について、どのような群落があったかを確

認してやってきています。下流部から中流部にかけては水際部に植

生する植物、あとオギといった植物、植物は同様な状況が見られた

ということで、今回植物には大きな変化はなかった、上流・中流部

では変化は見られなかったという調査結果が出ています。ただ下流

部で一番水の影響を受けるので、一部変化が見られたということは

聞いております。全域調査としては、以上のような形になっており

ます。 

       引き続きまして、事前事後、事後調査になるんですけど、瀬戸岡

御堂橋の 23 年度の実施した調査結果の方を、こちらについては 23

年度工事着手前の状況と着手後の 24 年度と工事後どのように植生

が変化してきたかということで、まとめさせていただいてます。24

年度の時期にはかなり自然な地が目立つところがあったんですけ

ども、現状としては大分植生の方も回復してきている、ツルヨシ群

落とかそういったものについても、工事の方で植えさせていただい

たものも大分見られてきているじゃないかという結果が見られて

います。 

       １枚めくっていただくと、今度は定点観測ということで、瀬戸岡

御堂橋下流の写真を付けさせていただいておりますけれども、一番

左の部分が瀬戸岡御堂橋から左岸側から右岸側を対岸に向かって

撮った状況です。23 年度が工事着手前、かなり木が生えていた時

期なんですけど、24 年度の工事実施後には、かなり裸地が見られ

る、これに対して現状では大分草類が生えてきている状況が確認で

きるかと思います。同様に真ん中、瀬戸岡御堂橋から下流側、一番

下流側の代田橋から上流を見た写真になっております。写真として

は、そんなような形です。 

       次のページにいきまして、次がベルトトランセクトという手法を

使った調査方法なんですけども、それぞれ横断に切りまして、水際

とかそういった位置、どこの位置にどのような植物群落が生えてい

るかを表したものになっています。ラインのＥとＦという形でそれ

ぞれつけまして、上から 23 年度 24 年度 25 年度というような形で

表しております。植生としては真ん中工事着手後から前後でそれぞ

れ植生も変わってきた状況、回復してきている状況が見られると思

います。 

       次ページをめくっていただきまして、次が魚類・底生生物ですね、

事前事後調査、全域で調べたものになりますが、23 年度について

は、かなりギンブナ、フナあとハヤといったものが、25 年度の調

査では８種が確認されなかったということで、25 年度に新たに確
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認された種はカマツカ、ヨシノボリといった２種が確認されたとい

うことで、種の変化はあったようなんですが、こちらについては比

較的緩やかな流れを好むような魚類、それとあと砂地や礫底を好む

ような種類というのもそれぞれ分かれたところもあるようで、流速

やそういった性質に何らかの変化があった可能性は考えられるん

じゃないかということでまとめています。同様に底生生物について

も、真ん中の方になるんですけども、流水性の種の個体が増加して

いるような状況で、それがオナガやコオニヤンマといった種類なん

ですけど、そういったところの変化がやはり底生生物についても一

部見られるということで調査結果になっております。こうした結果

についても一番下の所に評価していただいております。 

       次のページいきまして、次が事前調査結果として、26 年度に観

音橋のところの調査を、観音橋のところの事業を予定しているんで

すけれども、そちらの事前調査ということで、調査内容を検討して

おります。こちらについて、まず植物、現状工事前にどんな状況か

というのを確認しておくために行っています。結果としては絶滅危

惧種的な植物の植生は、特に確認されませんでした。ただ重要種の

オニグルミ、ツルヨシ、オギ、カヤツリグサの群落が確認されまし

た。その他にも要注意種が確認されました。工事をやるにあたって、

保全対策としては、ツルヨシ、こちらの方は毎年工事の方でも実施

の方をさせていただいておりますが、表土の採取ですね、そういっ

たことの保管とかも、こういったことをこちらの区域についても植

生の復元を図れるように考慮していきます。あとオニグルミの保全

ということで、確認された所があるので、何らかの対策ができるよ

うに、工事に支障のない範囲で保全を行っていければということで、

検討しております。 

       次のページにいっていただきまして、同様に観音橋の所の事前調

査ということで、魚類、底生生物、小動物といったところの調査を

行っております。魚類についてはシマドジョウ、ギバチ、オイカワ、

アブラハヤのような主要なものが確認されています。底生生物につ

いては、先ほど確認されていた同様の種が確認されています。主要

な小動物としても、こちらの区域のところではカヤネズミは、今回

確認されませんでした。環境負荷の少ない工事の実施ということで、

工事実施にあたって、水替えといったことも今回も実施する予定に

しておりますので、工事施工にあたり移植を行えるところについて

は行い保全をするというようなことを考えていきたいと思ってい

ます。25 年度の調査結果としては、以上の内容になっております。 

       引き続いて、もう一つの方の説明もさせていただきます。もう一
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つの方はですね、前回 26 年度の生物調査のやり方についてという

ことで、一部●●委員の方からもご質問を受けていて、回答の方が

まだだったと思います。今回、こちらの方で説明させていただきま

す。今回魚類、底生生物について調査個所としては２枚に渡ってし

まうんですけれども、先ほどご説明させていただいた事前事後区間

の中で５か所、○のついている箇所で実施の方を予定しております。

前回お話の中で、平井川自体で工事実施前後という形で実施する箇

所だけで調査をするのではなく、工事実施していない所で、どのよ

うに平井川自体が変化しているかというところも含めて調査でき

る箇所をということだったので、今上流側の所なんですけど２か所、

観音橋の所と日の出橋の所、日の出橋の所はまだ事業としては、こ

の後先だったので、こちら日の出橋の下流の所で調査をやろうかと

考えていたんですけれども、事業認可区域としては日の出橋までと

なっておりますので、こちらの箇所を日の出橋の上流に移しまして、

継続的な調査が行える所をふくめた形で、調査の方を実施したいと

考えております。こちらは今、下流側になっているんですけど、実

施としては上流の方に移させていただくということで、今回ご説明

の方をさせていただきました。 

○座長    昨年度の生物調査の報告、それから今年度の魚類、底生動物の調

査予定箇所について説明させていただきました。何かご質問はあり

ますか。 

○市民委員  湧水測定結果の所で、計測不可いうのが今回目立つんですけど、

これは湧水の出方が減っているのかなと気になったので、もし分か

れば・・・、他の浸出量は少なくないんで、この計測不可というの

はどう考えたら良いのか分かれば、解説していただきたいというの

が１点目です。それから２点目ですけど小動物の調査で観音橋上下

流でカヤネズミが確認されていないということですが、多分調査さ

れたときはいなかったんじゃないかなと思うんですけど、一応「川

原で遊ぼう会」の調査では昨年の秋にこの区域で確認されています。 

○市民委員  調査はいつしたんですか。 

○事務局   調査自体は 25 年の夏過ぎに実施しています。 

○市民委員  もう１点は、オギについて表土を取っておいて、埋め戻すという

ことをやっていただけるということですが、２年にわたる工事なの
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で、保管の問題がないのかなという質問をした覚えがあるんですけ

ども、それはどうなったでしょうか。 

○事務局   工事の方としては、今年度 26 年度については、観音橋の上下流

２か年の工事と瀬戸岡御堂橋下流側の今事後調査として説明させ

ていただいた対岸の２か所を予定しています。瀬戸岡御堂橋の対岸

については１年の工事になりますので、同様に実施するということ

で、観音橋の方についても、今表土を一部搬出して同様に置けるよ

うに考えています。他については、種子の話なので、チガヤマット

のメーカーだとか専門家に確認をしている最中なんですけれども、

シートを掛けるとかの対策は聞いているんですけれども、もう一度

確認して・・・ 

○市民委員  シートを掛けるということですけど、春になると芽生えてきちゃ

うので、それをどうするのが一番良いのかということですね。 

○事務局   シート掛けて暗くしておくということを聞いているんですけど、

具体的にブルーシート程度で良いのかを含めて、もう１回よく確認

するようにします。 

○市民委員  もう１点なんですけれど、魚類の比較調査の場所を日の出橋の下

流ということだったんですけど、ここは放流する場所ですよね。 

○事務局   そういったところを踏まえて、今回日の出橋の下流の所を上流側

に移して調査の方を実施するということです。 

○市民委員  ごめんなさい。私が聞き間違えていました。 

○事務局   ちょっと説明が悪かったかもしれませんが、こちらの上流側の方

で放流の影響のない所で考えています。 

○市民委員  湧水について、浸出量の所で単位の確認なんですが、文字が違い

ますが単位はセコンド・パー・リットルですよね。 

○事務局   そうです。同じ単位です。 

○市民委員  だとするならば、左の 20 年度に関しては、0.07 とか 0.06 まで

測定されているんですが、25 年度の場合については、リットル以
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上ですね。だから単位系が違ってますよね。ですから測定の器具自

体が違っているんじゃないですか。どういう測定をされているんで

すか。計測方法がどうなっているか一つ疑問になってしまいますね。

20 年度と同じ計測方法だと計測不可だったのかどうかということ

ですね。 

○事務局   調査方法ついては、手元に資料がないもので・・・ 

○市民委員  それは確認していただけますか。それからもう一つですが、水温

と電気伝導度の問題なんですが、これはおそらく湧水の場合は、降

雨があった場合とそうじゃない場合で、大分変わるはずなんです。

それも含めて調査しないと、ほとんど意味がなくなっちゃうんで、

その辺のところも少し考えていただきたいと思います。 

○事務局   そういった、ちょっと変化的な話は調査屋の方からも聞いている

んですけれども、前回の調査で詳細なところも無かったこともあっ

て・・・ 

○市民委員  それから、大体の何月何日ということは入れておいていただくと

ありがたいですね。そうすると履歴が取れますから、よろしくお願

いします。 

○事務局   この資料はまとめなんで、記録は残ってはいるんですけど・・・ 

○座長    それでは、今お答えできなかったことは、次回までに回答します。 

○事務局   先ほど、●●委員から聞いた件も合わせてという形で、よろしい

ですか。 

○市民委員  瀬戸岡御堂橋の下流右岸のハリエンジュを伐採しましたよね。法

面とそれから天端近い所に大分ハリエンジュが生えてきているの

ですよ。 

○事務局   工事が終わった所ですか。 

○市民委員  それで、まだ法面や低水敷の所は、小さくて僕でも切れるんです

けど、切っちゃっていいんですかね。 
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○事務局   まだ、現地を確認していないもので・・・ 

○市民委員  手鋸で簡単に切れるぐらいの、まだ大きさです。天端あたりは結

構大きくなっていますね。 

○事務局   それでは、１回現地を確認して、検討するということでよろしい

ですか。 

○市民委員  ちょっと関連しているんですが、去年の工事なのでまだ事後調査

には上がっていないんですけど、瀬戸岡御堂橋の上流右岸の低水敷

がオオブタクサ群落なので、そこだけは、なんとか手当をしていた

だけないでしょうか。 

○事務局   一部残した所にまだオオブタクサが大分残っていたので、昨年の

工事、低水路のところですよね。できるだけ手をつけない形でやら

せていただいたんですけど・・・ 

○市民委員  そこはまあオギが残って、オオブタクサもちょっと生えているん

ですけども、もうちょっと上流の方、チガヤマットを敷いた所の下

です。あそこが何も表土を取っておくようなことをしなかったので、

皆で抜くにも多すぎるオオブタクサだけなので・・・ 

○事務局   それでは、先ほどのお話と合わせてご返事させていただきます。 

○座長    それでは、時間がきてしまいましたので、今日お答えできなかっ

たことは、次回にお答えするようにします。 

○事務局   この間、委員の方からリーフレットがほしいということで、平井

川のリーフレット用意してございますので、お持ち帰りください。

それから前回もご案内しましたけれども「こどもの水辺」のカレン

ダーまだお持ち帰りになっていない方は、こちらにございます。 

○座長    それでは、これで第２回目の平井川流域連絡会を終了させていた

だきます。どうもありがとうございました。 

以上 


